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1 モデムの使用（一部のモデルのみ）

お使いのコンピュータの内蔵モデムは、6 ピンの RJ-11 モデム ケーブル（一部のモデルにのみ付属）
を使用してアナログ電話回線に接続する必要があります。国によっては、各国仕様のモデム ケーブ
ル アダプタ（一部のモデルにのみ付属）も必要な場合があります。デジタル構内回線（PBX）システ
ム用のコネクタは、アナログ電話回線用のモジュラ コンセントと似ていますが、このモデムには使用
できません。

警告！ 内蔵アナログ モデムをデジタル回線に接続すると、モデムが損傷して永久に使用できなくな
る場合があります。間違えてモデム ケーブルをデジタル回線に接続した場合は、すぐに取り外してく
ださい。

モデム ケーブルに、TV やラジオからの干渉を防止するノイズ抑制コア（1）が付いている場合は、コ
アが取り付けられている方のケーブルの端（2）をコンピュータ側に向けます。
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モデム ケーブルの接続
警告！ 火傷や感電、火災、装置の損傷を防ぐため、モデム ケーブル（一部のモデルにのみ付属）ま
たは電話ケーブルを RJ-45（ネットワーク）コネクタに接続しないでください。

モデム ケーブルを接続するには、以下の操作を行います。

1. モデム ケーブルをコンピュータ本体のモデム コネクタに差し込みます（1）。

2. モデム ケーブルのもう一方の端を電話回線用モジュラ コンセントに接続します（2）。
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各国仕様のモデム ケーブル アダプタの接続
モジュラ コンセントは国によって異なります。モデムおよびモデム ケーブル（一部のモデルにのみ
付属）を国外で使用する場合は、各国仕様のモデム ケーブル アダプタ（一部のモデルにのみ付属）
を用意する必要があります。

RJ-11 モデム コネクタ以外のアナログ電話回線用モジュラ コンセントにケーブルを接続するには、
以下の操作を行います。

1. モデム ケーブルをコンピュータ本体のモデム コネクタに差し込みます（1）。

2. モデム ケーブルを各国仕様のモデム ケーブル アダプタに接続します（2）。

3. 各国仕様のモデム ケーブル アダプタを電話回線用モジュラ コンセントに接続します（3）。
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所在地設定の選択

現在の所在地設定の表示

モデム用の現在の所在地設定を表示するには、以下の操作を行います。

1. [スタート]→[コントロール パネル]の順に選択します。

2. [時計、言語、および地域]をクリックします。

3. [地域と言語]をクリックします。

4. [所在地]タブをクリックして所在地を表示します。
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旅行先の所在地の新規追加

初期設定では、お使いのモデムで使用可能な所在地設定は日本用の設定のみです。コンピュータを国
外で使用する場合は、使用する国の規格に準拠するように内蔵モデムを設定します。

新しく追加した所在地設定はコンピュータに保存され、設定をいつでも切り替えられるようになりま
す。コンピュータには、任意の国の所在地設定を複数追加できます。

注意： モデムの日本用の設定は削除しないでください。日本用の設定を保持した状態で国外でモデ
ムを使用できるようにするには、モデムを使用する国や地域ごとに所在地の構成を新規に追加しま
す。

注意： お使いのモデムの設定が、旅行先の国や地域の通信規定や法律に違反することを防ぐため、
その国や地域の設定を選択してください。国を正しく選択しないと、モデムが正しく機能しない場合
があります。サポートされていない国を選択するとメッセージが表示されます。その国ではこのモデ
ムの使用が認可されていないので、使用しないでください。

モデムの所在地設定を追加するには、以下の操作を行います。

1. [スタート]→[デバイスとプリンター]の順に選択します。

2. お使いのコンピュータを表すデバイスを右クリックし、[モデムの設定]をクリックします。

注記： [ダイヤル情報]タブを表示するには、事前に最初の（現在の）所在地の市外局番を設定
しておく必要があります。所在地がまだ設定されていない場合は、[モデムの設定]をクリックす
ると、所在地を入力するよう求めるメッセージが表示されます。

3. [ダイヤル情報]タブをクリックします。

4. [新規]をクリックします（[新しい所在地]ウィンドウが表示されます）。

5. [所在地]ボックスに、新しく追加する所在地設定の名前（「自宅」、「会社」など）を入力します。

6. [国/地域]ドロップダウン リストから、国または地域を選択します（モデムでサポートされていな
い国または地域を選択すると、初期設定の[米国]または[英国]が表示されます）。

7. 市外局番を入力します（必要に応じて、回線番号や外線番号も入力します）。

8. [ダイヤル方法]の横の[トーン]または[パルス]をクリックします。

9. 新しい所在地設定を保存するには、[OK]をクリックします（[電話とモデム]ウィンドウが表示さ
れます）。

10. 以下の操作のどちらかを行います。

● 新しい所在地を現在地の設定として使用するには、[OK]をクリックします。

● 他の所在地設定を現在地の設定として使用するには、[所在地]一覧から使用する設定を選択
して、[OK]をクリックします。

注記： 国外の設定と同じように、日本国内の所在地設定も追加できます。たとえば、外線に接
続するダイヤル情報を含む設定を「会社」という名前で追加することができます。
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国外での接続に関する問題の解決

コンピュータを購入した国以外でモデムを使用しているときに問題が発生した場合は、以下のことを
試してみてください。

● 電話回線の種類の確認

モデムには必ずアナログ電話回線を使用します（デジタル回線を使用しないでください）。PBX
回線と呼ばれる回線は、通常はデジタル回線です。データ回線、FAX 回線、モデム回線、標準電
話回線と呼ばれている電話回線は、通常はアナログ回線です。

● パルスとトーンのどちらのダイヤル方法を使用しているかの確認

アナログ回線では、2 つのダイヤル モード（パルスまたはトーン）のどちらかをサポートしてい
ます。これらのダイヤル モード オプションは、[電話とモデム]の設定で選択します。選択するダ
イヤル モード オプションは、お使いの電話回線でサポートされているダイヤル モードと一致す
る必要があります。

お使いの電話回線でサポートされているダイヤル モードを判断するには、電話機で数桁の番号
をダイヤルして、ダイヤル音を聞きます。カタカタという音（パルス音）がする場合は電話回線
がパルス ダイヤル方式をサポートし、ピポパと音がする場合はトーン ダイヤル方式をサポート
していることを示しています。

現在のモデムの所在地設定でダイヤル モードを変更するには、以下の操作を行います。

1. [スタート]→[デバイスとプリンター]の順に選択します。

2. お使いのコンピュータを表すデバイスを右クリックし、[モデムの設定]をクリックします。

3. [ダイヤル情報]タブをクリックします。

4. モデムの所在地設定を選択します。

5. [編集]をクリックします。

6. [トーン]または[パルス]をクリックします。

7. [OK]を 2 回クリックします。

● ダイヤル先の電話番号と受信先のモデムの応答の確認

送信先の電話番号をダイヤルし、受信側のモデムが応答することを確認します。

● 発信音を省略するようにモデムを設定する

認識できない発信音を受信した場合、モデムでダイヤルは行われず、[No Dial Tone]（発信音が
ありません）というエラー メッセージが表示されます。

ダイヤル前のダイヤル トーンを省略するようにモデムを設定するには、以下の操作を行います。

1. [スタート]→[デバイスとプリンター]の順に選択します。

2. お使いのコンピュータを表すデバイスを右クリックし、[モデムの設定]をクリックします。

3. [モデム]タブをクリックします。

4. 一覧からお使いのモデムをクリックします。

5. [プロパティ]をクリックします。
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6. [モデム]をクリックします。

7. [発信音を待ってからダイヤルする]チェック ボックスのチェックを外します。

8. [OK]を 2 回クリックします。

所在地設定の選択 7



2 ローカル エリア ネットワークへの接続

ローカル エリア ネットワーク（LAN）に接続するには、8 ピンの RJ-45 ネットワーク ケーブル（別
売）が必要です。ネットワーク ケーブルに、TV やラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制コア

（1）が貼付されている場合は、コアが取り付けられている方のケーブルの端（2）をコンピュータ側
に向けます。

ネットワーク ケーブルを接続するには、以下の操作を行います。

1. ネットワーク ケーブルをコンピュータ本体のネットワーク コネクタに差し込みます（1）。

2. ケーブルのもう一方の端をデジタル モジュラ コンセントに差し込みます（2）。

警告！ 火傷や感電、火災、装置の損傷を防ぐため、モデム ケーブルまたは電話ケーブルを RJ-45
（ネットワーク）コネクタに接続しないでください。

8 第 2 章   ローカル エリア ネットワークへの接続



索引

か

各国仕様のモデム ケーブル アダプ

タ 3

け

ケーブル

LAN 8
モデム 2

ね

ネットワーク ケーブル

接続 8
ノイズ抑制コア 8

の

ノイズ抑制コア

ネットワーク ケーブル 8
モデム ケーブル 1

む

無線ネットワーク（無線

LAN） 8

も

モデム ケーブル

各国仕様のケーブル アダプ

タ 3
接続 2
ノイズ抑制コア 1

モデム ソフトウェア

国外での接続に関する問題 6
所在地の設定および追加 4

モデムのトラブルシューティン

グ 6

ろ

ローカル エリア ネットワーク

（LAN）

ケーブルの接続 8
必要なケーブル 8

索引 9




	モデムの使用（一部のモデルのみ）
	モデム ケーブルの接続
	各国仕様のモデム ケーブル アダプタの接続
	所在地設定の選択
	現在の所在地設定の表示
	旅行先の所在地の新規追加
	国外での接続に関する問題の解決


	ローカル エリア ネットワークへの接続
	索引


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Courier
    /Courier-Bold
    /Courier-BoldOblique
    /Courier-Oblique
    /Helvetica
    /Helvetica-Bold
    /Helvetica-BoldOblique
    /Helvetica-Oblique
    /Symbol
    /Times-Bold
    /Times-BoldItalic
    /Times-Italic
    /Times-Roman
    /ZapfDingbats
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33333
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /ENU <FEFF0046004f00520020004100630072006f006200610074002000360020004f004e004c0059000d0048005000490045002000530063007200650065006e0020004f007000740069006d0069007a00650064002000530065007400740069006e006700200066006f00720020004100630072006f006200610074002000360020004f004e004c0059>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


